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いつでも、どこでも、簡単、安心、クラウドカメライーグルアイのご紹介。第四回、EagleEye APIのご紹介



EagleEye長所は、これまでの録画システムと比較して、録画データの損失が低いことや、いつでも、どこか
らでも利用が可能な、クラウドによる利点だけではありません。

EagleEyeの最大の強みはAPIで「つながる！」事です。

この「つながるAPI」を用いて、例えばEagleEyeを外付けの録画再生装置のように活用し、業務アプリケー
ションに目と耳の追加が可能です。

業務アプリケーションには、あの時、あの瞬間、何が行われていたのか、動画や音声で確認ができると大
変助かる場面が多くあります。決定的瞬間を社内、社外の関係者と直ぐに共有し、共通認識を得ることで
信用・信頼の向上とビジネススピードの加速を同時に支援します。

1



EagleEye APIの特徴は,①簡単、②安全、③便利である事です。

APIはREST原理に基づいているので、SDKと比較して、連携する側、される側に何かを導入、設定をす
る必要少なく、http://～ といったURLを呼び出すため、簡単に利用する事が可能です。

APIの実行にはユーザー認証が必要で、認証から実行、データの取得まで、全て通信はHTTPSで暗号
化されているため安全です。

APIは録画の管理や任意のカメラのライブビュー、ビデオ再生を時と場所を選ばずに行えるよう、アプリケ
ーションに組み込む事が可能です。
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APIで実現可能な事はご覧のURLリンクを参照頂くか、または「イーグルアイ API」で検索をお願いいた
します。
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APIドキュメントでの解説例はcURLを用いていますので、Bashが使えると便利です。

Windowsの場合はGitを導入するとBashが使えるようになります。

また今回はJSONを成形するためjqを用いております。

インターネットに直接接続している環境が前提となっています。プロキシーを経由する場合cURLコマンド
にオプションが必要となります。
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APIドキュメントの「認証」の「ステップ 1: 認証」を御覧ください
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EagleEyeをAPIでアクセスするには認証と認可が必要です。
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クライアントは初めに使い捨ての認証トークンを取得するために
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ユーザーIDとパスワードを指定し、指定のURLへ要求をします。
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JSON応答に含まれる、この使い捨てトークンを用いて、次に認可をします。

この使い捨てトークンは発行されて30秒間だけ有効ですので速やかに認可を行う必要があります。
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APIドキュメントの「認証」の「ステップ 2: 認可」を御覧ください
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認可により認証したユーザーに対する操作、参照の範囲など・・俗に言う権限の適用を実施します。
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括弧内の[TOKEN]が前手順の「認証」の結果、JSON応答で得られた使い捨てトークンが入ります。
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認証と認可を実行してみましょう。

例えば・・画面例のようなシェルで認証と認可を実行し、auth_keyの取得が可能です。
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EagleEyeへログインに使用しているメールアドレスとパスワードを指定し認証をします。
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認証のJSON応答に対してjqコマンドを使用して、使い捨てtokenの部分だけを取得しています。
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確認のため取得した使い捨てトークンを画面に表示しています。
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使い捨てトークンをセットし
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クッキーをcookie.txtとして保存するようにし、認可リクエストをしています。
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保存したcookie.txt内のauth_keyをauth_key.txtとして保存しています。
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実行したフォルダーに保存されているauth_key.txtを参照するとc006～といった文字列が確認できます。
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この値を今後APIを用いる時、Aパラメーターに指定します。
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それでは「静止画の要求」を例に、APIを使ってみましょう。

「静止画の要求」はAPIドキュメントの画像と動画（Images and Video）のGet Image

です。
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[CAMERA_ID]はカメラ設定の情報欄のESN値です
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[TIMESTAMP]はグリニッジ標準時（GMT時間）で四桁の年、二桁の月、時間、分、秒、さらに3桁を付加
し指定します。

時間指定はグリニッジ標準時（GMT時間）のため、見た目の日本時間から9時間ひく事にご注意して下さ
い。
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ご覧の「静止画の要求例」では結果をリダイレクトしてimg01.jpgとして保存をしています。
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ブラウザを使ったやり方も試してみましょう。

Curl –Gとリダイレクト部分のimg01.jpg以外のhttps://から始まる部分を
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ブラウザのURL欄に入力しEnterキーを押すと
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ブラウザに静止画が表示されます。
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Aパラメータに指定するAUTH_KEYには期限があります。

認証時に指定するユーザーIDのアカウント設定の「セキュリティ」タブの「ウエブタイムアウト」の時間で期
限切れとなります。

ウエブタイムアウト値は15分、1時間、4時間、8時間、12時間、24時間、1週間から選択が可能です。
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弊社イグアスではAPI連携の検証環境を常設しております。

EagleEye機器を御社に設置する事なしに、EagleEye API連携を体験して頂くプログラムです。

弊社がEagleEye API連携テストに必要な環境をご用意させて頂き、御社からインターネットを経由で検証
が可能です。

下記「お問合せ」URLよりご連絡をお待ちしております。
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